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昭
和
八
年
三
月
二
七
日
の
日
本
の
国
際
連
盟
（
以
下
「
連
盟
」
と
略
す
）
脱
退

通
告
及
び
同
一
〇
年
三
月
の
連
盟
脱
退
確
定
に
際
し
て
も
、
昭
和
天
皇
の
「
国
際

平
和
ノ
確
立
ハ
朕
常
ニ
之
ヲ
冀
求
シ
テ
止
マ
ス
是
ヲ
以
テ
平
和
各
般
ノ
企
図
ハ
向

後
亦
協
力
シ
テ
渝
ル
ナ
シ
」
と
の
詔
勅
に
見
ら
れ
る
如
く
、
連
盟
の
平
和
的
人
道

的
乃
至
技
術
的
事
業
に
対
す
る
協
力
は
継
続
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
昭
和
一
二

年
七
月
七
日
の
日
中
戦
争
勃
発
に
対
す
る
八
月
三
〇
日
の
中
国
政
府
の
提
訴
に
対

し
て
、
一
〇
月
六
日
連
盟
総
会
が
、「
帝
国
ノ
対
支
行
動
ヲ
以
テ
不
戦
条
約
及
九
国

条
約
違
反
ナ
リ
ト
シ
九
国
条
約
締
約
国
ノ
会
議
ヲ
催
シ
テ
解
決
ヲ
計
ル
ヘ
ク
、
不

取
敢
支
那
ニ
対
シ
精
神
的
支
持
（m

oral support

）
ヲ
与
ヘ
且
各
国
ニ
於
テ
支

那
ニ
対
ス
ル
援
助
ヲ
為
シ
得
ル
程
度
ヲ
考
慮
ス
ヘ
シ
」
と
の
決
議
を
採
択
し

）
1
（

、
同

二
〇
日
の
九
国
条
約
会
議
へ
の
参
加
招
請

）
2
（

に
対
し
て
も
、二
七
日
本
件
会
議
が「
時

局
収
拾
ニ
毫
モ
資
ス
ル
所
ナ
カ
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
、帝
国
政
府
ハ
茲
ニ
参
加
ヲ
拒
絶
」

す
る
な
ど）

3
（

、
日
本
政
府
は
「
此
ノ
如
キ
予
メ
帝
国
ヲ
被
告
ノ
地
位
ニ
置
ク
干
渉
乃

至
調
停
ハ
固
ヨ
リ
之
ヲ
排
除
ス
ル
ヲ
当
然
ト
ス
ル
」
と
の
方
針
を
固
め
つ
つ
あ
っ

た
）
4
（

。

一　
「
プ
ラ
ハ
決
議
」
問
題

こ
の
よ
う
な
時
期
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
プ
ラ
ハ
で
開
催
の
国
際
労
働
機

関
（
以
下
Ｉ
Ｌ
Ｏ
と
略
す
）
理
事
会
に
お
い
て
、
日
本
の
対
中
国
行
動
を
侵
略
行

為
と
し
て
誹
謗
す
る
決
議
が
な
さ
れ
た
と
の
通
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る）

5
（

。

問
い
合
わ
せ
の
結
果
、
一
一
月
二
九
日
在
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
北
岡
寿
逸
Ｉ
Ｌ
Ｏ
帝
国
事

務
所
長
か
ら
広
瀬
久
忠
内
務
省
社
会
局
長
官
宛
に
、「
理
事
会
ニ
於
テ
ハ
勿
論

Prague

ニ
於
ケ
ル
其
ノ
他
ノ
公
開
ノ
席
上
日
支
問
題
ニ
触
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
該

決
議
ハ
単
ニ
労
働
団
ニ
於
テ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
国
際
労
働
組
合
聯
合
機
関
紙

ニ
発
表
シ
タ
ル
ノ
外Prague

其
ノ
他
ニ
於
テ
特
ニ
発
表
シ
タ
ル
形
跡
ナ
シ
尚
国

際
労
働
組
合
聯
合
ハ
事
件
当
初
来
十
月
始
メ
英
国
労
働
組
合
大
会
ノ
反
日
的
決
議

以
来
各
国
加
盟
団
体
ニ
対
シ
反
日
行
動
ヲ
勧
告
シ
居
レ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
御
来
示
ノ

決
議
ハ
ソ
ノ
継
続
ト
ミ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
一
般
新
聞
紙
モ
特
ニ
之
ヲ
報
道
シ
居

ラ
ズ
」
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た）

6
（

。
但
し
そ
の
際
、
北
岡
Ｉ
Ｌ
Ｏ
帝
国
事
務
所
長
か

ら
は
「
労
働
団
ノ
名
ニ
於
テ
カ
カ
ル
決
議
ヲ
発
表
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
遺
憾
ト
シ
抗
議

ヲ
提
出
ス
ル
コ
ト
ト
シ
」、
こ
の
抗
議
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
で
は
「
本
件

史
料
紹
介国

際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
と
の
協
力
終
止
関
係
史
料

神　

山　

晃　

令
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決
議
ヨ
リ
我
方
ノ
国
際
労
働
機
関
其
ノ
モ
ノ
ニ
対
ス
ル
協
力
カ
問
題
ト
セ
ラ
レ
ン

ト
シ
ツ
ツ
ア
ル
情
勢
ニ
驚
キ
タ
ル
ト
見
エ
」、
同
事
務
局
次
長
フ
ィ
ー
ラ
ン

（Edw
ard　

Phelan

）
か
ら
鮎
沢
巌
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
東
京
支
局
長
へ
次
の
よ
う

な
説
明
電
報
が
送
付
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る）

7
（

。

国
際
労
働
理
事
会
ハ
今
次
ノ
事
変
ニ
関
ス
ル
日
本
ノ
政
策
又
ハ
行
動
ニ
就
テ

何
等
ノ
決
議
ヲ
可
決
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
、
又
何
等
ノ
意
見
ヲ
モ
表
明
シ
タ
ル

コ
ト
ナ
シ
（Governing　

Body　
has　

not　

adopted　

any　

resolution  

or　

expressed　

any　

opinion　
on　

Japanese　

policy　

or　

action.

）。

又
、
代
表
委
員
又
ハ
代
表
団
ヨ
リ
理
事
会
ニ
対
シ
此
ノ
種
ノ
決
議
案
ガ
提
出

サ
レ
タ
ル
事
実
モ
ナ
ク
、
且
理
事
会
会
合
ノ
席
上
何
レ
カ
ノ
代
表
委
員
ガ
該

問
題
ニ
言
及
シ
タ
ル
コ
ト
更
ニ
ナ
シ
。

所
謂
「
決
議
」
ナ
ル
モ
ノ
ハ
プ
ラ
ー
グ
ニ
於
テ
労
働
者
若
干
名
ガ
会
合
シ
テ

作
成
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
（resolution　

adopted　

by　
certain　

w
orkers　

at  Prague

）、
其
ノ
会
合
ハ
全
ク
国
際
労
働
局
ノ
関
知
セ
ザ
ル

所
ニ
シ
テ
固
ヨ
リ
労
働
理
事
会
ト
ハ
何
等
関
係
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。

加
之
、
該
会
合
ニ
就
テ
流
布
セ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ル
情
報
ハ
極
メ
テ
誤
解
ヲ
誘
発

シ
易
キ
字
句
ヲ
用
ヰ
国
際
労
働
機
関
ニ
於
テ
ハ
何
等
ノ
効
力
ヲ
有
セ
ザ
ル
モ

ノ
ト
ス
。

国
際
労
働
機
関
ハ
終
始
一
貫
日
本
ノ
協
力
ニ
対
シ
最
大
ノ
価
値
ヲ
認
ム
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
、
偶
々
斯
ル
誤
解
ノ
発
生
シ
タ
ル
コ
ト
ハ
深
ク
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ

リ
。

国
際
労
働
局
ハ
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
駐
在
ノ
日
本
政
府
代
表
北
岡
寿
逸
氏
ニ
対
シ
テ

以
上
ノ
趣
旨
ノ
声
明
ヲ
為
シ
、
然
ル
可
ク
日
本
政
府
へ
伝
達
セ
ラ
レ
ム
コ
ト

ヲ
懇
請
ス
ル
ノ
措
置
ヲ
執
リ
タ
リ
。

　
　
　

昭
和
一
二
年
一
二
月
一
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ　

国
際
労
働
局

こ
の
よ
う
に
し
て
、い
わ
ゆ
る
「
プ
ラ
ハ
決
議
」
問
題
は
一
応
の
収
ま
り
を
み
た
。

二　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
へ
の
「
不
完
全
代
表
」

と
こ
ろ
が
、
翌
昭
和
一
三
年
一
月
二
四
日
の
閣
議
は
、
来
る
六
月
二
日
に
開
催

予
定
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
に
対
し
て
、「
今
回
ハ
我
国
現
下
内
外
ノ
情
勢
ニ
鑑
ミ
国
内

ヨ
リ
ハ
代
表
委
員
ヲ
派
遣
セ
ザ
ル
コ
ト
ト
致
度
」
と
の
二
二
日
付
閣
議
請
議
（
厚

生
省
発
労
第
一
号
））

8
（

、
い
わ
ゆ
る
「
不
完
全
代
表
」
の
参
加
を
決
定
（
内
閣
厚
甲

第
三
号
）
し
、
そ
の
際
、「
瑞
西
国
『
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
』
駐
在
国
際
労
働
機
関
帝
国

事
務
所
長
ヲ
政
府
代
表
委
員
ト
シ
テ
出
席
セ
シ
ム
ベ
キ
ヤ
否
ヤ
ニ
付
テ
ハ
更
ニ
考

究
ス
ル
コ
ト
ト
致
シ
度
シ
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
閣
議
請
議
案
説

明
資
料
に
よ
れ
ば
、「
帝
国
ハ
東
亜
永
久
ノ
平
和
ノ
為
ニ
支
那
ニ
対
シ
膺
懲
ノ
歩

武
ヲ
進
メ
着
々
戦
果
ヲ
挙
ゲ
ツ
ツ
ア
ル
モ
支
那
事
変
ハ
由
ツ
テ
来
ル
所
遠
ク
事
態
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ノ
推
移
亦
遽
ニ
予
断
ヲ
許
サ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
此
ノ
重
大
ナ
ル
時
局
下
ニ
在
ル
我
国

ト
シ
テ
ハ
国
際
労
働
総
会
ニ
国
内
ヨ
リ
代
表
委
員
ヲ
派
遣
シ
テ
労
働
問
題
ヲ
論
議

セ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
時
期
ニ
非
ズ
ト
信
ズ　

尚
国
際
労
働
機
関
ノ
現
状
ヲ
見
ル
ニ

独
・
伊
ノ
脱
退
ソ
ビ
エ
ッ
ト
ロ
シ
ヤ
ノ
加
入
、
フ
ラ
ン
ス
国
ノ
左
傾
等
ア
リ
テ
所

謂
人
民
戦
線
派
若
ク
ハ
民
主
主
義
的
色
彩
ノ
度
ヲ
増
シ
タ
ル
ヤ
ニ
見
受
ケ
ラ
レ
又

最
近
国
際
労
働
機
関
ノ
有
力
ナ
ル
労
働
者
側
代
表
ノ
属
ス
ル
第
二
「
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ヨ
ナ
ル
」
ト
第
三
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
」
ト
ノ
接
近
提
携
具
体
化
セ
ン
ト

ス
ル
模
様
ア
リ
コ
レ
等
ノ
形
勢
ヲ
監
視
ス
ル
ノ
要
ア
ル
ベ
ク
本
年
ハ
代
表
委
員
ヲ

国
内
ヨ
リ
派
遣
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
適
当
ト
ス
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た）

9
（

。 

そ
し
て

こ
の
閣
議
決
定
に
関
し
て
、
外
務
省
で
は
五
月
一
八
日
広
田
弘
毅
外
務
大
臣
か
ら

在
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
宇
佐
美
珍
彦
国
際
会
議
帝
国
事
務
局
長
代
理
兼
総
領
事
に
対
し

て
、「
将
来
斯
ル
協
力
ヲ
継
続
ス
ル
コ
ト
ノ
可
否
ニ
関
シ
テ
ハ
考
慮
ス
ヘ
キ
点
多
々

ア
リ
右
ニ
関
シ
テ
ハ
外
務
省
ト
シ
テ
厚
生
省
ト
別
個
ニ
意
見
ヲ
樹
ツ
ル
必
要
モ
ア

ル
ニ
付
今
次
総
会
ニ
際
シ
テ
ハ
成
ル
べ
ク
各
方
面
ト
接
触
シ
貴
方
限
リ
ノ
印
象
及

同
機
関
脱
退
ヨ
リ
来
ル
べ
キ
影
響
等
ニ
関
シ
簡
単
ニ
電
報
委
細
郵
報
ア
リ
度
」
と

の
訓
令
が
な
さ
れ
た）

10
（

。
こ
の
訓
令
に
対
し
て
、
早
速
現
地
の
北
岡
Ｉ
Ｌ
Ｏ
帝
国
事

務
所
長
か
ら
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
か
ら
の
脱
退
は
「
小
生
の
甚
だ
了
解
に
苦
し
む
處
に
有

之
候
」
と
の
、
次
の
意
見
書
が
三
谷
隆
信
条
約
局
長
に
私
信
の
形
で
送
ら
れ
て
き

た
の
で
あ
る）

11
（

。

　

 

拝
啓　

其
の
後
打
絶
え
て
御
無
沙
汰
申
上
候　

貴
下
御
帰
国
以
来
時
局
は

愈
々
重
大
を
加
へ　

内
外
の
状
勢
誠
に
憂
慮
に
堪
え
ず　

唯
貴
下
等
が
外
交

の
中
枢
に
あ
り
て
ベ
ス
ト
を
尽
し
居
ら
る
る
事
と
の
み
考
へ
て
や
や
安
堵
致

し
居
候

　

 

却
説
過
般
来
国
際
労
働
機
関
脱
退
問
題
に
関
し
て
種
々
御
配
意
煩
し
候
事
と

存
候　

内
地
の
情
報
は
遅
延
且
簡
単
に
て
常
に
隔
靴
掻
痒
の
感
な
き
能
は
ざ

る
も　

議
会
に
於
け
る
質
問
応
答
を
見
る
に
厚
生
省
て
は
本
機
関
に
留
置
す

る
に
相
当
熱
意
あ
る
も　

外
務
省
の
方
て
は
寧
ろ
冷
淡
に
て
脱
退
も
時
の
問

題
と
考
へ
居
る
様
に
て1

＊　

も
し
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば　

小
生
の
甚
だ
了
解

に
苦
し
む
處
に
有
之
候

　

 

御
存
じ
の
通
り
今
日
我
国
の
労
働
立
法
と
外
国
の
夫
と
は
隔

（
マ
マ
）段

の
相
違
に
て  

労
働
立
法
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
我
国
は
唯
引
ず
ら
れ
気
味　

本
機
関
の
参
加

は
主
と
し
て
調
査
研
究
の
点
に
あ
り　

本
機
関
に
留
る
べ
き
や
否
や
は
主
と

し
て
我
国
外
交
の
大
局
よ
り
決
す
べ
き
も
の
と
愚
考
仕
候

　

 

こ
の
見
地
よ
り
見
る
に
曩
に
我
国
の
與
論
を
刺
激
し
た
る
プ
ラ
ー
グ
理
事
会

の
際
に
於
け
る
労
働
団
の
決
議
な
る
も
の
は
本
機
関
と
何
の
関
係
無
し　

本

機
関
及
事
務
局
は
か
か
る
政
治
的
に
利
用
せ
ら
る
る
こ
と
は
極
力
之
を
避
く

る
に
努
め
つ
つ
あ
る
處
に
有
之
（
之
に
関
し
一
月
末
局
長
バ
ト
ラ
ー
よ
り
近

衛
主

（
マ
マ
）相

宛
の
電
報
御
承
知
の
事
と
存
候
）　

要
す
る
に
本
機
関
に
留
つ
て
害

な
き
事
は
確
実
と
存
候

　
 

一
方
脱
退
の
暁
に
は
本
機
関
か
反
日
悪
宣
伝
に
利
用
―
特
に
労
働
条
件
に
関

し
―
さ
る
る
危
険
あ
る
こ
と
否
定
す
る
こ
と
を
得
ず　

更
に
本
機
関
に
留
っ

て
得
べ
き
積
極
的
実
益
に
就
て
は
事
の
性
質
上
計
量
的
に
示
す
こ
と
得
ざ
る

も　

日
本
の
商
品
の
進
出
に
当
り　

之
を
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ピ
ン
グ
な
り
と
し
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て
攻
撃
し
た
る
際
総
会
に
於
て
日
本
代
表
か
之
か
防
戦
に
努
め　

事
務
局
に

於
て
も
日
本
の
正
当
な
る
事
情
を
鮮
明
し
―
例
へ
ば
モ
ー
レ
ッ
ト
報
告
の
如

き
―
日
本
を
辯
護
す
る
に
努
め
兎
に
角
今
や
日
本
商
品
に
対
し
て
ソ
シ
ア
ル

ダ
ン
ピ
ン
グ
な
り
と
云
ふ
も
の
な
き
に
至
り
た
る
功
駁
す
べ
か
ら
ず
と
存
候2

＊

　

 

尤
も
各
国
自
由
に
貿
易
政
策
を
決
定
し
又
は
二
国
限
り
の
協
定
に
て
決
定
す

る
場
合
に
は
理
論
は
兎
も
あ
れ
実
益
に
て
決
せ
ら
る
る
も
の
な
る
も　

も
し

国
際
経
済
会
議
に
於
て
多
面
的
に
決
せ
ら
る
る
場
合
に
は
や
は
り
理
論
が
重

要
な
る
地
位
を
有
す
べ
し
と
存
候

　

 

現
下
の
政
情
の
下
に
は
影
薄
き
も
欧
洲
の
政
情
平
定
せ
ば
バ
ン
ヂ
ー
ラ
ン
ド

報
告3

＊

を
基
礎
と
す
る
国
際
経
済
会
議
の
開
か
る
べ
き
は
想
像
に
難
か
ら
ず　

而
し
て
バ
ン
ヂ
ー
ラ
ン
ド
報
告
は
御
存
じ
の
通
り
通
商
障
害
の
撤
廃
を
主
張

す
る
こ
と
に
於
て　

正
に
本
邦
の
希
望
に
一
致
す
る
も　

同
報
告
中
に
は
生

活
条
件
の
低
き
国
よ
り
の
輸
出
を
防
止
す
る
の
必
要
を
認
め
た
る
一
節
あ
り

　

も
し
日
本
か
生
活
条
件
低
き
国
と
の
刻
印
を
押
さ
れ
ん
か
之
実
に
由
々
し

き
事
と
存
候　

こ
の
場
合
重
要
な
る
一
事
は
国
際
労
働
機
関
を
日
本
の
味
方

と
な
す
事
な
り
と
存
候　

而
し
て
国
際
労
働
事
務
局
の
幹
部
は
資
料
の
存
す

る
限
り
之
を
日
本
の
有
利
に
使
用
す
べ
き
事
は
常
に
小
生
等
に
語
り
居
る
處

に
有
之　

最
近
各
国
生
計
費
の
調
査
に
当
り
て
も
日
本
の
生
活
費
は
金
銭
を

以
っ
て
之
を
計
る
と
き
は
低
き
も　

カ
ロ
リ
ー
其
の
他
の
営

（
マ
マ
）養

素
を
以
っ
て

す
れ
ば
決
し
て
他
国
に
劣
ら
さ
る
事
を
示
す
に
努
め
つ
つ
あ
り　

又
本
年
の

総
会
に
提
出
せ
ら
る
る
局
長
報
告
（
別
途
一
部
送
付
申
上
候
）
に
は
頗
る
日

本
ビ
イ
キ
の
一
節
あ
り4

＊

、
貿
易
通
商
問
題
に
何
の
権
限
も
な
き
労
働
事
務
局

の
言
説
の
如
き
何
の
価
値
も
な
し
と
云
へ
ば
其
迄
な
る
も
国
際
政
局
が
今
少

し
好
転
す
れ
ば
必
ず
や
通
商
関
係
の
全
般
的
立
直
し
の
問
題
起
る
べ
し　

こ

の
場
合
国
際
労
働
局
を
味
方
に
す
る
か
敵
に
利
用
さ
る
る
か
に
依
り
て
利
害

の
差
計
り
知
る
べ
か
ら
す
と
存
候

　

 

国
際
労
働
局
の
日
本
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
く
す
る
為
局
長
を
日
本
に
迎

へ
る
事
昨
年
三
月Q

ueen M
erry

号
上
に
て
御
話
申
上
候
處5

＊　

事
変
の
為

果
さ
ず　

今
度
バ
ト
ラ
ー
も
辞
職
す
る
こ
と
と
な
り
遂
に
こ
の
日
本
に
理
解

と
興
味
と
を
有
す
る
人
を
日
本
に
迎
ふ
る
日
を
永
久
に
失
ふ
事
と
相
成
候　

然
し
有
能
に
し
て
且
同
一
の
傾
向
あ
る
高
級
幹
部
を
日
本
に
派
し
度
き
は
事

務
局
の
希
望
に
有
之

　

 

事
件
一
段
落
し
機
熟
し
次
第
右
希
望
実
現
さ
せ
度
存
候　

其
の
際
は
又
種
々

御
厚
配
を
御
願
す
る
事
と
存
候

　

 

以
上
卑
見
順
序
も
無
く
申
述
べ
候　

本
問
題
に
関
す
る
貴
見
及
外
務
省
の
空

気
御
洩
し
下
さ
ら
ば
幸
甚
に
存
候

　

欧
洲
の
政
局
は
中
々
好
転
せ
ず
当
地
も
空
襲
の
用
意
の
み
切
り

　

 

人
間
の
宿
業
の
深
き
を
痛
感
致
さ
れ
候　

唯
小
生
身
体
丈
は
頑
健
乍
他
事
御

安
心
下
さ
れ
度
候　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿
府　

　
　

北
岡
寿
逸

　
　
　

三
谷
隆
信　

様

＊
１　

昭
和
一
三
年
一
月
一
六
日
付
『
朝
日
新
聞
』
掲
載
「
木
戸
厚
生
相
は
ど
う
裁
く
？  
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労
働
代
表
派
遣
を
前
に
寿
府
脱
退
の
叫
び　
『
防
共
ト
リ
オ
』
も
提
唱
」
に
は
、

厚
生
省
労
働
局
談
と
し
て
「
出
席
し
て
我
が
公
正
な
る
立
場
を
述
べ
る
べ
き
で
、

あ
た
ら
機
会
を
自
ら
抛
棄
す
る
の
は
必
ず
し
も
得
策
で
な
い
と
思
ふ
、
防
共
を
枢

軸
と
す
る
新
な
国
際
労
働
戦
線
の
樹
立
と
い
ふ
事
も
一
考
さ
る
べ
き
意
見
で
あ
る

と
は
思
ふ
、
我
々
と
し
て
は
今
の
所
代
表
派
遣
の
積
り
で
ゐ
る
が
、
大
臣
や
政
府

首
脳
が
ど
う
裁
断
さ
れ
る
か
、
何
れ
に
せ
よ
、
外
務
省
と
も
合
議
の
上
近
日
中
に

は
決
定
す
る
と
思
ふ
」
と
あ
る
（
外
務
省
茗
荷
谷
研
修
所
旧
蔵
記
録
（
以
下
「
茗

荷
谷
記
録
」
と
略
す
）B516
「
国
際
連
盟
労
働
総
会
関
係
一
件
」
第
四
巻
）。

＊
２　
「
モ
ー
レ
ッ
ト
氏
報
告
書
」（
国
際
労
働
局
調
査
編
輯
『
世
界
の
労
働　

十
一
月

号
』）（Report　

of　

M
r.　

Fernand　
M

aurette,　

A
ssistant　

D
irector,　

on　

his　

M
ission　

to　

Japan,　

3-21　

A
pril,　

1934. C.B.66/17/1010　

Sixty-eighth　

Session

）「
ソ
シ
ア
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
定
義
し
て
、
自
国
の
製

品
の
輸
出
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
生
産
す
る
企
業
に
お
け
る
労
働
条
件
を
劣
悪
化
す

る
結
果
、
又
は
労
働
条
件
が
す
で
に
低
い
水
準
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
こ
れ
を
こ

の
水
準
に
保
つ
結
果
と
し
て
生
産
費
を
低
減
し
、
以
て
輸
出
を
促
進
せ
ん
と
す
る

行
為
で
あ
る
、
と
す
る
な
ら
ば
、
か
く
定
義
せ
ら
れ
た
意
味
で
は
ソ
シ
ア
ル
・
ダ

ン
ピ
ン
グ
は
日
本
に
存
在
し
な
い
と
言
へ
る
で
あ
ら
う
（it　

m
ay　

be　

stated　

that　

social　

dum
ping,　

defi nd　

in　

that　

w
ay,　

does　

not　

exist　

in　

Japan

）」。

＊
３
「
バ
ン
ジ
ー
ラ
ン
ド
報
告
」（「
国
際
連
盟
経
済
委
員
会
ノ
連
盟
理
事
会
ニ
対
ス
ル

報
告
書
」
一
九
三
六
年
九
月
一
四
日
、
条
約
局
第
三
課
）（Report　

to　

the  

Council.　

Septem
ber　

1936

）「
政
治
上
ノ
情
勢
ハ
一
般
取
引
及
経
済
活
動
ニ

直
接
且
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ス
コ
ト
事
実
ナ
リ
ト
雖
モ
逆
モ
亦
真
ニ
シ
テ
吾
人
ハ

経
済
上
ノ
混
乱
ガ
如
何
ニ
政
治
上
ノ
困
難
及
ビ
紛
争
ニ
影
響
ス
ル
カ
ヲ
熟
知
ス
ル

モ
ノ
ナ
リ
」（
外
務
省
記
録　

B.9.7.0.5

「
国
際
連
盟
経
済
委
員
会
関
係
一
件
」
第

九
巻
）。

＊
４
「
バ
ト
ラ
ー
局
長
報
告
」（「
局
長
報
告　

一
九
三
八
」（
昭
和
一
三
年
七
月
一
一

日　

国
際
労
働
局
東
京
支
局
編
輯
兼
発
行
）（Report of　

the D
irector, 

T
w
enty-Fourth Session Geneva 1938

）（
茗
荷
谷
記
録　

B517

「
国
際
連
盟

労
働
総
会
関
係
一
件
」
第
五
巻
）。

＊
５　

三
谷
が
昭
和
一
二
年
三
月
パ
リ
か
ら
帰
朝
の
途
次
乗
船
し
た
ク
イ
ー
ン
・
メ

リ
ー
号
に
は
、四
月
二
日
か
ら
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
予
定
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（T

extile 

Conference

）
に
日
本
政
府
代
表
と
し
て
出
席
の
た
め
渡
米
す
る
北
岡
寿
逸
及
び

同
機
関
の
バ
ト
ラ
ー
（H

arold Butler

）
事
務
局
長
も
乗
船
し
て
い
た
。
そ
し
て

「
私
（
三
谷
）
も
食
卓
は
此
の
人
々
の
仲
間
に
い
れ
ら
れ
た
」
と
い
う
。
そ
の
際

バ
ト
ラ
ー
事
務
局
長
の
日
本
招
請
の
話
が
で
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
同
船
に
は

後
に
駐
日
英
国
大
使
と
な
る
ク
レ
ー
ギ
ー
（Robert L. Craigie

）
夫
妻
も
乗
船

し
て
い
た
と
い
う
（
三
谷
隆
信　
『
回
顧
録
』（
昭
和
五
五
年
一
一
月
、
自
費
出
版
）

八
五
―
八
七
頁
）。

な
お
、
本
書
簡
で
言
及
し
て
い
る
、
四
月
二
八
日
バ
ト
ラ
ー
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
長

の
突
然
の
辞
表
提
出
は
、
表
向
き
に
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
新
設
の
ナ
フ
ィ
ー

ル
ド　

カ
レ
ッ
ジ
（N

uffi  eld College

）
の
学
長
就
任
の
た
め
と
さ
れ
た
が
、
実

際
は
モ
レ
ッ
ト
（Fernand M

aurett

）
Ｉ
Ｌ
Ｏ
仏
国
支
部
局
長
死
去
に
伴
う
後
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任
に
ヴ
ィ
ッ
プ
ル
（M

arius V
iple

）
Ｉ
Ｌ
Ｏ
情
報
報
道
局
長
を
当
て
よ
う
と
す

る
仏
国
政
府
と
の
確
執
に
あ
っ
た
と
い
う）

12
（

。

そ
し
て
こ
の
バ
ト
ラ
ー
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
長
後
任
に
関
し
て
は
、
五
月
二
三
日
北

岡
Ｉ
Ｌ
Ｏ
帝
国
事
務
所
長
か
ら
成
田
一
郎
厚
生
省
労
働
局
長
に
次
の
意
見
具
申
が

あ
り
、
こ
れ
は
外
務
省
三
谷
条
約
局
長
に
も
通
報
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、「
局
長
後

任
ト
シ
テ
米
国
政
府
関
係
者
ハ
現
次
長　

W
inant　

ヲ
推
薦
ス
ル
ニ
決
シ
タ
ル

旨
当
地
米
国
政
府
代
表
ヨ
リ
情
報
ヲ
得
タ
リ　

而
シ
テ
右
ハ
米
国
ノ
二
大
労
働
組

合
之
ヲ
支
持
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
言
フ　

W
inant　

ハ
就
任
日
浅
ク
仏
語
ヲ
解
セ

ズ
事
務
的
ニ
ハ　

Phelan　

ニ
及
バ
ズ  W

inant　

局
長
就
任
ノ
場
合
本
機
関
ノ

政
治
的
影
響
ニ
付
テ
ハ
単
ナ
ル
推
測
ノ
外
何
等
情
報
ナ
シ
、
本
邦
ト
シ
テ
ハ
日
本

ノ
問
題
ニ
理
解
ア
ル
現
局
長
ノ
留
任
ヲ
最
上
ト
信
ズ
ル
ヲ
以
テ
仏
国
政
府
及
ビ
英

国
政
府
ニ
留
任
運
動
ニ
賛
成
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
問
ヒ
若
シ
其
ノ
賛
成
ヲ
得
ル
ニ
於
テ

ハ
留
任
ヲ
主
張
ス
ル
ヲ
可
ト
認
ム
然
レ
ド
モ
仏
国
政
府
ガ
右
留
任
ニ
賛
成
ス
ル
コ

ト
ハ
殆
ド
見
込
ナ
シ
英
国
ガ W

inant 

ニ
賛
成
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
本
邦
モ
之
ニ
賛
成

ス
ル
ヲ
可
ト
認
メ
ラ
ル
」
と
し
て
、
更
に
ワ
イ
ナ
ン
ト
（John G.　

W
inant

）

局
長
就
任
の
場
合
フ
ィ
ー
ラ
ン
（Edw

ard J. Phelan

）
副
局
長
昇
格
の
提
案
に

対
す
る
支
持
に
つ
い
て
請
訓
す
る
も
の
で
あ
っ
た）

13
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
谷
条
約

局
長
か
ら
の
、「
簡
明
率
直
ニ
現
次
長  W

inant 

ヲ
支
持
ス
ル
コ
ト
諸
般
ノ
情
勢

上
最
モ
当
ヲ
得
タ
ル
ヤ
ニ
思
考
セ
ラ
ル  

現
局
長
ノ
留
任
運
動
ハ
事
実
問
題
ト
シ

テ
成
功
ノ
見
込
殆
ド
無
之
従
テ
我
方
ニ
於
テ
進
デ
之
ヲ
試
ム
ル
必
要
ナ
カ
ル
ベ
キ

ヤ
ニ
思
考
ス
尚
現
次
長 W

inant 

ノ
支
持
ニ
関
シ
テ
ハ
英
国
側
ノ
支
持
ノ
有
無
等

ハ
考
慮
ス
ル
必
要
ナ
カ
ル
ベ
シ
更
ニ Phelan 

ノ
副
局
長
昇
格
ニ
関
シ
テ
ハ
成
行

ニ
任
セ
此
ノ
種
提
案
ア
リ
タ
ル
場
合
適
宜
之
ニ
賛
成
ス
ル
ヲ
以
テ
足
ル
ヘ
シ
ト
認

メ
ラ
ル
」
と
の
回
答
を
得
て

）
14
（

、
厚
生
省
労
働
局
長
か
ら
北
岡
所
長
へ
は
、「『
バ
ト

ラ
ー
』
局
長
ノ
留
任
運
動
ハ
差
控
ヘ
ラ
レ
度
英
国
ノ
賛
成
ス
ル
ト
否
ト
ニ
拘
ハ
ラ

ズ W
inant 

ヲ
支
持
セ
ラ
レ
度　

Phelan　

ヲ
副
局
長
ニ
昇
格
セ
シ
ム
ル
提
案
ア

リ
シ
場
合
ハ
貴
見
ノ
通
賛
成
シ
差
支
ヘ
ナ
シ
尚
凡
ユ
ル
場
合
ニ
於
テ
主
動
的
立
場

ヲ
採
ラ
ザ
ル
様
留
意
セ
ラ
レ
タ
シ
」
と
訓
令
さ
れ
た
の
で
あ
る）

15
（

。

三　

第
二
四
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会

こ
の
よ
う
な
バ
ト
ラ
ー
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
長
後
任
を
巡
る
厚
生
省
と
外
務
省
と
の

や
り
と
り
を
経
て
、
六
月
三
日
開
催
の
第
二
四
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
に
は
北
岡
Ｉ
Ｌ
Ｏ

帝
国
事
務
所
長
が
た
だ
一
人
日
本
代
表
に
任
じ
ら
れ
、
二
名
の
顧
問
を
伴
っ
て
参

加
し
た
。
通
常
な
ら
ば
政
府
側
二
名
、
使
用
者
側
一
名
、
労
働
者
側
一
名
、
都
合

四
名
の
代
表
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
日
本
の
立
場
を
表
明
す
べ
き

で
あ
っ
た
が
、「
代
表
数
を
四
分
の
一
に
減
じ
て
我
が
代
表
の
戦
闘
力
も
亦
た
四

票
よ
り
一
票
に
減
殺
さ
れ
た
訳
で
あ
る
」
と
、
鮎
沢
Ｉ
Ｌ
Ｏ
東
京
支
局
長
は
嘆
息

し
た）

16
（

。
と
こ
ろ
が
、こ
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
に
於
い
て
中
国
代
表
は
、「
所
謂
侵
略
戦
争
ノ
被

害
ヲ
蒙
レ
ル
労
働
者
ノ
救
済
問
題
研
究
方
ノ
提
案
ヲ
含
ム
決
議
案
」
を
提
議
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
本
件
に
つ
い
て
は
北
岡
代
表
と
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
議
長
と
の
懇
談

の
結
果
、
七
日
の
幹
部
会
に
お
い
て
こ
れ
を
「
議
題
ニ
加
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス

ト
シ
テ
一
先
ツ
却
下
」
し
た）

17
（

。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
更
に
六
月
一
一
日
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同
代
表
は
、「
日
本
ノ
名
ヲ
上
ゲ
サ
リ
シ
モ
戦
争
ニ
依
ル
工
場
ノ
破
壊
、
労
働
者

ノ
失
業
、
広
東
空
爆
ト
ニ
関
シ
数
字
ヲ
上
ゲ
説
明
シ
国
際
聯
盟
ノ
諸
決
議
ヲ
引
用

ノ
上
支
那
大
衆
ノ
困
苦
ニ
関
ス
ル
本
演
説
ヲ
局
長
ガ
聯
盟
ニ
通
告
セ
ン
コ
ト
ヲ
要

請
」
し
た
の
で
あ
る）

18
（

。
こ
れ
に
対
し
て
北
岡
代
表
は
、「
純
然
タ
ル
政
治
問
題
カ

本
会
議
ニ
於
テ
取
上
ケ
ラ
レ
タ
ル
ハ
遺
憾
ナ
リ
日
本
カ
国
際
聯
盟
脱
退
後
モ
労
働

機
関
ト
協
力
ヲ
続
ケ
居
ル
ハ
同
機
関
カ
全
ク
非
政
治
的
機
関
ナ
ル
カ
故
ナ
ル
ハ
言

フ
迄
モ
ナ
シ
依
テ
茲
ニ
政
治
問
題
ノ
論
議
ヲ
上
下
ス
ル
意
思
ハ
毛
頭
ナ
キ
モ
事
実

ヲ
明
白
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
」
と
し
て
、「
帝
国
政
府
ノ
目
的
ト
ス
ル
所
カ
東
亜
ノ
永

久
平
和
ヲ
確
立
シ
テ
日
支
ノ
共
存
共
栄
ヲ
増
進
ス
ル
ニ
ア
ル
旨
ヲ
説
明
シ
帝
国
政

府
カ
無
辜
ノ
民
衆
ニ
何
等
敵
意
ナ
キ
コ
ト
ハ
言
フ
迄
モ
ナ
ク
政
府
ハ
隣
国
ノ
産
業

状
態
及
衛
生
状
態
改
善
ノ
為
出
来
ル
限
リ
努
力
シ
ツ
ツ
ア
リ
右
カ
支
那
民
衆
ヲ
救

フ
唯
一
ノ
途
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
反
論
し
た）

19
（

。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
の
状
況
を
み
て
、
在
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
宇
佐
美

国
際
会
議
帝
国
事
務
局
長
代
理
兼
総
領
事
か
ら
は
、
内
心
脱
退
に
は
反
対
な
が
ら

も
、
そ
の
影
響
に
つ
き
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
き
た
の
で
あ
る）

20
（

　

 

聯
盟
脱
退
当
初
ノ
方
針
ヨ
リ
セ
ハ
労
働
機
関
カ
政
治
化
セ
サ
ル
限
リ
之
ト
ノ

協
力
ヲ
継
続
ス
ヘ
キ
訳
ナ
ル
カ
戦
時
体
制
下
ニ
在
ル
我
国
ト
シ
テ
労
働
問
題

処
理
自
体
ヨ
リ
セ
ハ
当
分
同
機
関
ト
ノ
実
質
的
協
力
困
難
ナ
ル
事
情
モ
ア
ル

ヘ
ク
又
財
政
上
ノ
考
慮
等
ヨ
リ
シ
テ
脱
退
論
モ
生
ス
ヘ
シ
ト
存
ス
ル
処
是
等

ノ
点
ハ
別
問
題
ト
シ
過
般
労
働
総
会
ノ
経
過
及
諸
方
面
ト
接
触
シ
タ
ル
印
象

ヲ
綜
合
ス
ル
ニ
労
働
事
務
局
側
及
総
会
代
表
中
真
面
目
ナ
ル
者
ハ
我
方
脱
退

ヲ
惧
レ
支
那
側
及
労
働
者
側
ノ
策
動
ヲ
抑
ヘ
会
議
カ
支
那
問
題
ノ
如
キ
政
治

問
題
ニ
脱
線
ス
ル
コ
ト
ヲ
極
力
阻
止
ス
ル
ニ
努
力
シ
タ
ル
コ
ト
明
カ
ナ
ル
ヲ

以
テ
一
般
輿
論
ニ
対
ス
ル
影
響
及
支
那
問
題
ノ
関
係
ヨ
リ
見
レ
ハ
我
方
ノ
参

加
ハ
此
ノ
情
勢
ヲ
助
長
ス
ル
上
ニ
効
果
ア
ル
ヘ
シ
労
働
機
関
（
脱
）
労
働
者

側
代
表
ノ
間
ニ
ハ
各
国
左
翼
分
子
ト
相
通
シ
日
本
及
独
伊
ニ
対
ス
ル
反
感
甚

タ
強
ク
今
後
モ
此
ノ
方
面
ノ
策
動
ハ
絶
エ
ス
シ
テ
最
近
ノ
空
気
ニ
反
映
シ
我

方
ニ
不
利
ナ
ル
結
果
ヲ
及
ホ
ス
コ
ト
モ
ア
ル
ヘ
ク
若
シ
我
方
カ
同
機
関
ヲ
脱

退
ス
ト
セ
ハ
右
策
動
ハ
一
層
表
面
的
ト
ナ
ル
惧
ア
リ
此
ノ
点
ハ
時
局
柄
対
外

宣
伝
工
作
ノ
見
地
ヨ
リ
考
慮
ノ
要
ア
リ
ト
存
ス

四　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
と
の
協
力
終
止

他
方
、
周
知
の
ご
と
く
九
月
九
日
開
催
の
第
一
〇
二
回
連
盟
理
事
会
及
び
同

一
二
日
開
催
の
総
会
に
お
い
て
中
国
代
表
顧
維
鈞
（K

u W
ei-chun

）
は
、「
聯

盟
自
身
ノ
利
益
及
一
般
平
和
ノ
為
並
ニ
支
那
ニ
対
ス
ル
正
義
ノ
精
神
ヨ
リ
シ
テ
規

約
十
七
条
ノ
規
定
ヲ
遅
滞
ナ
ク
適
用
ス
ヘ
キ
」
こ
と
を
要
請
し
、
一
九
日
の
対
日

招
請
理
事
会
決
議
及
び
二
二
日
の
招
請
拒
絶
回
答
を
経
て
、　

同
三
〇
日
日
本
に

対
す
る
「
第
十
七
条
第
三
項
ニ
依
リ
第
十
六
条
ノ
規
定
ハ
現
状
ニ
於
テ
適
用
セ
ラ

レ
得
ヘ
ク
従
テ
聯
盟
国
ハ
前
記
認
定
ノ
上
ニ
従
前
ノ
如
ク
行
動
シ
得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ス
尚
個
別
的
ニ
第
十
六
条
ニ
規
定
セ
ラ
ル
ル
措
置
ヲ
執
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
の
対
日

制
裁
決
議
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た）

21
（

の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
で
は
、

「
日
本
ニ
対
シ
規
約
第
十
六
条
適
用
ノ
結
果
我
方
カ
労
働
機
関
ト
ノ
協
力
ヲ
モ
断
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絶
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
コ
ト
ヲ
危
惧
シ
居
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
」、
バ
ト
ラ
ー
事
務
局
長
は
、

「
日
本
カ
此
ノ
事
態
ニ
拘
ラ
ス
労
働
機
関
ニ
対
シ
協
力
ヲ
継
続
セ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
」

す
る
旨
、
北
岡
Ｉ
Ｌ
Ｏ
帝
国
事
務
所
長
に
要
請
し
た
と
い
う）

22
（

。　

し
か
し
、
こ
の

連
盟
規
約
第
一
六
条
適
用
に
対
し
て
は
一
〇
月
三
日
付
で
、「
今
ヤ
理
事
会
ハ
対

日
制
裁
適
用
ニ
関
ス
ル
報
告
ヲ
採
択
シ
日
本
ト
聯
盟
ノ
対
立
関
係
ハ
明
ト
ナ
ツ
タ

事
茲
ニ
至
ツ
テ
ハ
従
来
帝
国
カ
聯
盟
ニ
対
シ
執
リ
来
ツ
タ
方
針
ハ
是
ヲ
維
持
ス
ル

コ
ト
困
難
ト
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
得
ナ
イ
（as　

a　

result　

of　

w
hich　

Japan　

can　

not　

but　

fi nd　

it　

diffi  cult　
to　

m
aintain　

the　

policy　

of　

co-operation　

she　

has　

hitherto　
pursued　

tow
ard　

the　

League

）」
と
し
て
、
連
盟
と
の
協
力
終
止
を
示
唆
す
る
情
報
部
長
談
話
が
公
表

さ
れ）

23
（

、翌
四
日
付
け
で
堀
内
謙
介
外
務
次
官
よ
り
広
瀬
久
忠
厚
生
次
官
宛
に
は「
今

般
国
際
聯
盟
理
事
会
ノ
日
支
事
変
ニ
対
ス
ル
規
約
第
十
六
条
適
用
ニ
関
ス
ル
報
告

採
択
ノ
結
果
帝
国
政
府
ト
シ
テ
ハ
聯
盟
ト
ノ
協
力
関
係
ノ
絶
縁
従
テ
国
際
労
働
機

関
ヨ
リ
ノ
脱
退
ヲ
考
慮
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
立
場
ニ
在
ル
次
第
」
と
の
公
信
が
送

付
さ
れ
た）

24
（

。
こ
の
間
、
外
務
省
内
で
は
種
々
の
関
連
調
書

）
25
（

を
作
成
す
る
な
ど
検
討

の
結
果
、
遂
に
一
〇
月
一
四
日
、
こ
の
協
力
終
止
の
方
針
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
の

で
あ
る）

26
（

。
こ
の
閣
議
決
定
に
対
し
て
は
、
同
二
〇
日
付
で
北
岡
Ｉ
Ｌ
Ｏ
帝
国
事
務

所
長
よ
り
西
村
熊
雄
条
約
局
長
宛
に
「
外
務
当
局
は
国
交
及
通
商
上
よ
り
国
際
労

働
協
力
継
続
論
を
唱
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
い
う
、
次
の
書
簡
が
送

付
さ
れ
て
き
て
い
た）

26
（

。

　

 

拝
復　

去
る
六
月
二
十
一
日
附
の
御
手
紙
有
難
う
御
座
い
ま
し
た　

そ
の
節

「
当
局
の
三
思
発
奮
」
を
促
さ
れ
た
の
で
御
返
事
を
書
か
う
と
思
乍
ら
問
題

か
大
分
根
本
的
な
の
で
躊
躇
し
て
居
る
中　

外
務
省
の
協
力
無
用
論
か
反
映

し
て　

つ
ま
ら
な
い
聯
盟
の
決
議
を
機
会
に
遂
に
労
働
機
関
と
袂
を
分
つ
事

と
な
り
ま
し
た　

小
生
と
し
て
は
近
時
頗
る
親
日
的
で
事
毎
に
日
本
を
弁
護

す
る
か
如
き
立
場
に
あ
っ
た
労
働
機
関
殊
に
事
務
局
と
こ
ん
な
つ
ま
ら
な
い

事
の
巻
き
添
へ
を
喰
っ
て
別
る
る
に
至
っ
た
事
誠
に
残
念
で
す

　

 

貴
下
並
に
外
務
省
の
方
々
は
是
社
会
局
―
及
厚
生
省
―
多
年
の
消
極
的
態
度

の
結
果
で
自
業
自
得
（
？
）
と
云
ふ
で
せ
う　

然
し
小
生
は
労
働
機
関
脱
退

の
結
果
悪
い
影
響
か
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
外
務
省
の
方
面
、
厚
生
省
の
方

面
て
は
な
い　

労
働
機
関
か
対
日
悪
宣
伝
に
利
用
せ
ら
れ
日
本
の
通
商
方
面

に
悪
影
響
の
あ
る
虞
は
あ
っ
て
も
日
本
の
労
働
立
法
の
進
歩
に
は
何
等
影
響

な
い
と
考
ヘ
て
居
ま
す　

貴
下
は
是
厚
生
省
当
局
の
消
極
的
態
度
と
云
ふ
で

せ
う　

そ
の
通
り
て
す

　

 

国
際
労
働
会
議
の
や
っ
て
る
事
は
職
業
病
と
か
災
害
防
止
と
か
の
純
技
術
的

問
題
に
就
て
は
参
考
と
な
る
事
も
多
い
で
す
か
―
こ
ん
な
事
の
為
に
分
担
金

及
会
議
参
加
の
為
に
費
用
を
使
ふ
の
は
勿
体
な
い
―
時
間
制
殊
に
四
十
時
間

制
の
如
き
は
日
本
と
し
て
断
じ
て
協
力
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん　

唯
そ
れ
か

通
商
問
題
と
並
行
し
て
問
題
と
な
る
場
合
に
の
み
考
慮
を
要
す
る
の
で
す　

　
 

加
ふ
る
に
国
際
労
働
会
議
の
結
果
日
本
に
採
用
す
べ
き
事
あ
り
と
す
る
も　

国
際
労
働
会
議
を
理
由
と
す
る
と
日
本
て
は
評
判
悪
い
の
で
す　

貴
下
の
曰

ふ
如
く　

も
し
社
会
局
か
会
議
の
結
果
を
参
酌
し
て
日
本
の
社
会
立
法
の
完

備
に
精
進
し
て
居
た
ら
―
そ
し
て
そ
れ
か
少
し
て
も
巧
妙
を
欠
い
た
ら
―
恐
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ら
く
夙
の
昔
に　

次
々
に
官
側
か
ら
の
反
対
で
労
働
会
議
か
ら
脱
退
し
て
居

た
で
せ
う

　

 

尚
最
近
日
本
の
脱
退
論
は
労
働
運
動
者
の
中
か
ら
起
っ
た
と
曰
は
れ
ま
す
か

彼
等
は
従
来
代
表
又
は
顧
問
に
な
れ
な
か
っ
た
不
平
組
及
何
か
問
題
を
訴
へ

て
は
小
遣
銭
を
稼
ぎ
名
を
売
る
人
に
て
真
実
労
働
者
の
生
活
の
向
上
を
願
ふ

労
働
運
動
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん　

日
本
労
働
運
動
の
本
流
は
常
に
国
際
労
働

支
持
論
で
す

　

 

小
生
は
も
し
洋
行
の
機
会
と
か
予
算
と
か
そ
の
他
属
僚
的
考
へ
を
捨
て
て
大

所
高
所
よ
り
考
へ
れ
ば
厚
生
省
当
局
は
労
働
立
法
の
上
よ
り
国
際
労
働
協
力

無
用
論
を
唱
ヘ
外
務
当
局
は
国
交
及
通
商
上
よ
り
国
際
労
働
協
力
継
続
論
を

唱
ふ
べ
き
も
の
で
な
か
っ
た
か
と
考
へ
て
居
ま
す

　

 

今
や
欧
洲
て
は
英
仏
等
の
所
謂
民
主
国
は
独
逸
の
前
に
膝
を
屈
し
て
ヴ
ェ
ル

サ
イ
ユ
条
約
の
如
き
は
紙
屑
の
価
値
も
無
く
東
洋
で
は
日
本
は
神
武
天
皇
以

来
の
大
業
に
従
事
し
て
粉
骨
砕
身
こ
の
事
に
従
ふ
べ
く
四
十
時
間
制
な
ど
と

曰
ふ
閑
問
題
に
無
用
の
議
論
を
交
ふ
る
暇
も
無
く
国
際
労
働
設
立
当
初
の
目

的
か
ら
曰
へ
ば
日
本
の
之
に
協
力
す
る
余
地
は
な
く
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま

す
か　

上
述
の
如
き
通
商
上
の
悪
影
響
を
の
み
恐
れ
て
居
ま
す

　

 

当
地
で
は
労
働
機
関
に
聯
盟
の
経
済
部
を
吸
収
し
て
（
労
働
機
関
の
方
に
吸

収
す
る
事
に
依
り
ア
メ
リ
カ
そ
の
他
五
ケ
国
の
非
聯
盟
国
を
保
有
す
る
の
利

あ
り
）
国
際
経
済
社
会
機
関
と
す
べ
し
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
か　

そ
の
場

合
は
独
伊
も
入
る
べ
く
日
本
も
新
に
参
加
の
機
会
も
あ
り
ま
せ
う

　

 

最
近
欧
洲
の
政
情
局
外
者
と
し
て
新
聞
と
ラ
ヂ
オ
と
で
見
聞
き
し
つ
つ
思
ふ

ま
ま
に
批
評
し
て
居
る
の
も
面
白
い
が　

然
し
や
は
り
非
常
時
の
故
国
に

帰
っ
て
同
胞
と
共
に
不
自
由
な
生
活
も
致
し
度　

帰
朝
の
日
を
待
っ
て
居
ま

す

　

 

先
は
右
乍
延
引
卑
見
ま
で　

余
は
拝
眉
の
上　

　

三
谷
さ
ん
に
宜
し
く　

奥

様
に
も
宜
し
く　

Golf

は
如
何
で
す
か

　
　
　

十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
寿
府　

　

北
岡
寿
逸

　
　
　
　

西
村
熊
雄
様

そ
れ
と
同
時
に
在
寿
府
宇
佐
美
局
長
代
理
か
ら
は
、「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ト
ノ
協
力
断
絶

ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
同
機
関
分
担
金
」
に
つ
き
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
た
結

果
、
同
局
が
「
聯
盟
規
約
ノ
類
推
解
釈
ニ
依
リ
労
働
機
関
脱
退
ニ
付
テ
モ
二
箇
年

ノ
予
告
ヲ
必
要
ト
シ
従
テ
分
担
金
モ
脱
退
通
告
後
二
箇
年
間
ハ
支
払
ノ
義
務
ア
リ

ト
ノ
見
解
」
を
有
す
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
は
「
不
当
ニ
シ
テ
何
等
法
律
上
根
拠

ナ
キ
ハ
申
迄
モ
ナ
ク
当
然
之
ヲ
一
蹴
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
思
考
」
し
、「
将
来
ニ
煩
ハ

シ
キ
引
懸
ヲ
残
サ
サ
ル
趣
旨
ヨ
リ
先
手
ヲ
打
チ
本
年
度
分
担
金
ヲ
日
割
其
ノ
他
我

方
ニ
テ
適
当
ト
認
ム
ル
計
算
法
ニ
依
リ
算
出
ノ
上
我
方
ノ
同
機
関
脱
退
通
告
ト
同

時
ニ
払
込
マ
ル
ル
コ
ト
然
ル
ヘ
キ
カ
ト
存
ス
」
と
の
意
見
具
申
電
が
送
付
さ
れ
て

き
た）

27
（

。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
近
衛
文
麿
外
務
大
臣
か
ら
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
と
の
協

力
関
係
も
「
今
次
ノ
協
力
終
止
ノ
意
思
表
示
ニ
依
リ
直
ニ
終
了
ス
ト
ノ
見
解
ヲ
採

リ
居
レ
リ
而
テ
今
回
ノ
措
置
ハ
連
盟
側
ノ
十
六
条
適
用
ニ
由
来
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ

各
種
分
担
金
ハ
本
年
度
分
モ
支
払
ハ
サ
ル
所
存
ナ
リ
」
と
の
回
答
が
な
さ
れ
た
の



－ 80 －

『外交史料館報』第 28 号（2014 年 12 月）

で
あ
る）

28
（

。

そ
の
後
本
件
は
、
枢
密
院
に
回
付
さ
れ
、
枢
密
院
で
は
平
沼
騏
一
郎
議
長
の
指

名
に
よ
り
原
嘉
道
副
議
長
を
委
員
長
と
す
る
九
名
の
審
査
委
員
に
付
託
さ
れ
て
、

二
七
日
の
同
審
査
委
員
会
で
は
近
衛
首
相
兼
外
務
大
臣
よ
り
御
諮
詢
案
の
趣
旨
並

び
に
そ
の
実
行
方
法
に
つ
き
説
明
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
石
井
菊
次
郎

委
員
よ
り
「
終
止
」
の
意
味
に
つ
い
て
の
質
問
に
、
三
谷
条
約
局
長
よ
り
「
今
日

マ
テ
継
続
セ
ル
協
力
ヲ
今
後
継
続
セ
サ
ル
意
味
ニ
シ
テ
、
今
日
マ
テ
ノ
協
力
ハ
事

実
上
ノ
関
係
ナ
リ
ト
思
考
シ
タ
ル
カ
故
ニ
此
ノ
度
之
ヲ
止
ム
ル
ト
ノ
意
味
ニ
テ
用

ヒ
タ
ル
モ
ノ
」
と
説
明
す
る
な
ど
、
原
委
員
長
は
じ
め
各
委
員
よ
り
協
力
終
止
に

伴
う
連
盟
諸
国
と
の
関
係
及
び
実
施
に
伴
う
そ
の
後
の
国
際
関
係
な
ど
に
つ
き

種
々
質
問
が
あ
り
、三
谷
条
約
局
長
及
び
広
瀬
厚
生
次
官
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
回
答
し
、

委
員
協
議
の
結
果
政
府
方
針
は
承
認
さ
れ
、
一
一
月
二
日
の
定
例
本
会
議
に
上
程

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）

29
（

。

そ
の
際
に
提
出
さ
れ
た
一
〇
月
二
九
日
付
の
「
帝
国
ト
国
際
聯
盟
諸
機
関
ト
ノ

協
力
関
係
終
止
ノ
件
審
査
報
告
」
に
は
、「
按
ズ
ル
ニ
本
件
ハ
今
次
ノ
日
支
事
変

ニ
関
シ
国
際
聯
盟
理
事
会
ガ
支
那
ノ
提
訴
ニ
基
キ
テ
帝
国
ニ
対
ス
ル
聯
盟
規
約
第

十
六
条
所
定
ノ
制
裁
措
置
ノ
発
動
ヲ
容
認
シ
タ
ル
ニ
因
リ
帝
国
ガ
国
際
聯
盟
脱
退

後
継
続
シ
来
レ
ル
聯
盟
諸
機
関
ト
ノ
協
力
関
係
ヲ
終
止
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

帝
国
ガ
世
界
ノ
平
和
ニ
寄
与
ス
ル
為
メ
聯
盟
ヲ
脱
退
シ
タ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
尚
聯
盟
諸

機
関
ト
ノ
間
ニ
持
続
セ
ル
協
力
関
係
ヲ
今
ニ
於
テ
断
絶
ス
ル
ハ
遺
憾
ノ
念
ナ
キ
コ

ト
能
ハ
ザ
ル
所
ナ
リ
ト
雖
之
ヲ
当
面
ノ
事
態
ニ
照
シ
亦
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
認

ム
ル
ノ
外
ナ
シ
然
レ
ド
モ
曩
ニ
帝
国
ノ
聯
盟
脱
退
ニ
際
シ
渙
発
セ
ラ
レ
タ
ル
大
詔

ノ
叡
旨
ハ
炳
ト
シ
テ
日
月
ノ
如
シ
政
府
当
局
ハ
宜
シ
ク
常
ニ
之
ヲ
奉
体
シ
本
件
措

置
ノ
実
行
ニ
当
リ
テ
慎
重
ナ
ル
考
慮
ヲ
加
ヘ
其
ノ
善
後
処
置
ニ
遺
漏
ナ
キ
ヲ
期
シ

其
ノ
他
聯
盟
機
関
以
外
ノ
外
交
機
関
ヲ
通
ジ
テ
依
然
各
般
ノ
平
和
的
及
人
道
的
国

際
事
業
ニ
協
力
ス
ル
ニ
努
ム
ベ
キ
コ
ト
当
然
ナ
リ
」
と
し
て）

30
（

、「
聯
盟
諸
機
関
ト

ノ
協
力
関
係
」
は
終
止
す
る
が
、「
聯
盟
機
関
以
外
ノ
外
交
機
関
」
に
よ
る
「
平

和
的
及
人
道
的
国
際
事
業
」
と
の
協
力
は
依
然
と
し
て
継
続
さ
れ
る
こ
と
も
記
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
一
月
二
日
の
枢
密
院
本
会
議
に
お
い
て
本
件
は

可
決
さ
れ
、
前
記
方
針
に
従
い
、
天
羽
英
二
国
際
会
議
帝
国
事
務
所
長
よ
り
ア
ブ

ノ
ー
ル
（Joseph L. A

venol

）
連
盟
事
務
総
長
宛
に
、「
本
官
ハ
帝
国
政
府
ノ

訓
令
ニ
依
リ
、
九
月
三
十
日
国
際
聯
盟
理
事
会
カ
聯
盟
規
約
第
十
七
条
第
三
項
ニ

基
キ
第
十
六
条
ノ
規
定
ハ
帝
国
ニ
適
用
セ
ラ
レ
得
ヘ
シ
ト
ス
ル
報
告
ヲ
採
用
シ
タ

ル
結
果
新
ニ
帝
国
ト
国
際
聯
盟
ト
ノ
間
ニ
発
生
シ
タ
ル
事
態
ニ
鑑
ミ
帝
国
政
府
ハ

国
際
聯
盟
脱
退
後
継
続
シ
来
レ
ル
帝
国
ノ
聯
盟
諸
機
関
ニ
対
ス
ル
協
力
ヲ
終
止
ス

ル
コ
ト
ニ
決
定
シ
タ
ル
旨
茲
ニ
貴
下
ニ
通
告
ス
ル
ノ
光
栄
ヲ
有
ス
」
と
の
通
告
が

な
さ
れ
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
を
含
む
国
際
連
盟
と
日
本
と
の
紐
帯
は
こ
こ
に
断
た
れ
た
の
で

あ
る）

31
（

。
こ
の
連
盟
と
の
協
力
終
止
の
通
報
に
対
し
て
、
在
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
宇
佐
美
国

際
会
議
事
務
局
長
代
理
か
ら
は
、「
聯
盟
事
務
局
ニ
於
テ
ハ
聯
盟
ハ
何
等
実
効
ナ

キ
此
ノ
決
定
ノ
為
ニ
日
本
ノ
協
力
ヲ
失
ヒ
タ
リ
ト
テ
残
念
カ
リ
居
ル
者
モ
鮮
カ
ラ

サ
ル
如
ク
就
中
労
働
機
関
ニ
於
テ
ハ
特
ニ
遺
憾
ノ
念
強
キ
モ
ノ
ノ
如
シ
」
と
い
っ

た
反
響
が
報
告
さ
れ
る）

32
（

一
方
で
、
北
岡
Ｉ
Ｌ
Ｏ
帝
国
事
務
所
長
に
は
ワ
イ
ナ
ン
ト

Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
長
よ
り
、「
日
本
ハ
一
九
四
〇
年
十
一
月
三
日
ヲ
以
テ
労
働
機
関
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ノ
『
メ
ン
バ
ー
』
タ
ラ
サ
ル
ニ
至
ル
ヘ
キ
旨
」
の
通
報
が
な
さ
れ
て
い
た）

33
（

。

か
く
し
て
一
九
三
九
年
五
月
三
一
日
に
は
、「
鮎
澤
の
支
局
長
と
し
て
の
主
な

仕
事
は
、
東
京
支
局
の
閉
鎖
と
そ
の
後
始
末
と
い
う
不
本
意
な
も
の
と
な
っ
た
」

の
で
あ
る）

34
（

。
翌
一
九
四
〇
年
一
月
一
六
日
に
は
ワ
イ
ナ
ン
ト
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
長
か

ら
有
田
八
郎
外
務
大
臣
宛
て
に
、
律
儀
に
も
、
一
九
三
八
年
一
一
月
二
日
ま
で
の

一
〇
ケ
月
と
二
日
分
（D

uring　

ten　

m
onths　

and　

tw
o　

days　

of　

1938

）
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
分
担
金
の
支
払
い
を
要
請
し
て
き
た
際
に
は）

35
（

、日
本
政
府
は
「
聯

盟
諸
機
関
ト
ノ
協
力
終
止
ノ
経
緯
ニ
モ
鑑
ミ
何
等
回
答
ヲ
発
セ
サ
ル
コ
ト
ト
シ

タ
」
の
で
あ
っ
た）

36
（

。

そ
し
て
こ
の
年
の
二
月
七
日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
の
激
化
に
伴
い
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事

務
局
自
体
も
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
か
ら
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
マ
ッ
ク
ギ
ル
大
学

（M
cGill　

U
niversity

）
に
移
転
さ
れ
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
実
質
的
に
活
動
停
止
状
態

と
な
っ
た
の
で
あ
る）

37
（

。

注（
１
）『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争　

第
三
冊
』
一
五
八
三
―
一
六
一
四
頁　

第
884
、
885
、

886
文
書

Second R
eport of the Sub-C

om
m

ittees of the F
ar-E

ast　

A
dvisory 

Com
m
ittee adopted by the Com

m
ittee on O

ctober 5
th, 1937

（League of 

N
ations docum

ent, A
.80.1937. Ⅶ

.  Geneve, O
ctober 5, 1937

）, 

T
hom

as W
. Burkm

an, Japan and the league of　

N
ations　

E
m

pire and 

W
orld O

rder, 1914-1938

（D
ec. 2007, U

niversity　

of H
aw

aii Press

）

pp.207-208

（
２
）『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争　

第
三
冊
』
一
六
四
三
―
一
六
四
四
頁　

第
912
文
書

（
３
）『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争　

第
三
冊
』
一
六
六
〇
―
一
六
六
三
頁　

第
924
文
書

（
４
）『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争　

第
一
冊
』
一
九
一
―
一
九
二
頁　

第
173
文
書

（
５
）「
国
際
労
働
機
関
協
力
問
題
」（
昭
和
一
二
年
一
二
月
一
六
日　

条
三
）（
茗
荷
谷
記
録

B515

「
国
際
連
盟
労
働
総
会
関
係
一
件
」
第
三
巻
）

（
６
）
昭
和
一
二
年
一
一
月
二
九
日
及
び
一
二
月
一
四
日
発
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
北
岡
Ｉ
Ｌ
Ｏ
帝

国
事
務
所
長
よ
り
広
瀬
久
忠
内
務
省
社
会
局
長
官
宛
電
報
第
九
二
、
九
三
号
（
茗
荷

谷
記
録　

B515

）

（
７
）
茗
荷
谷
記
録　

B515

（
８
）
昭
和
一
三
年
一
月
一
一
日
、
当
時
の
陸
軍
大
臣
寺
内
寿
一
は
、
国
民
の
体
力
向
上
、

結
核
な
ど
伝
染
病
へ
の
罹
患
防
止
、
傷
痍
軍
人
や
戦
死
者
の
遺
族
に
関
す
る
行
政
機

関
と
し
て
、
内
務
省
か
ら
衛
生
局
及
び
社
会
局
を
分
離
す
る
形
で
厚
生
省
を
設
置
し
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
関
す
る
所
掌
事
務
も
こ
れ
に
移
す
こ
と
と
し
た
（ 

厚
生
省
官
制
、
昭
和

一
三
年
勅
令
第
七
号
）（
昭
和
一
三
年
一
月
八
日
付
『
大
阪
朝
日
新
聞
』）

（
９
）
茗
荷
谷
記
録　

B516

「
国
際
連
盟
労
働
総
会
関
係
一
件
」　

第
四
巻

（
10
）
昭
和
一
三
年
五
月
一
八
日
発
広
田
外
務
大
臣
よ
り
在
寿
府
宇
佐
美
局
長
代
理
兼
総
領

事
宛
電
報
第
五
二
号
（
茗
荷
谷
記
録　

B516

）

（
11
）
茗
荷
谷
記
録　

B516

（
12
）Jaci Leigh E

isenberg, B
utler H

arold　

B
eresford, B

iographical　

D
ictionary　

of　

Secretaries-General　

of　

International　

O
rganizations
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（
13
）
昭
和
一
三
年
五
月
二
三
日
付
成
田
一
郎
厚
生
省
労
働
局
長
よ
り
三
谷
外
務
省
条
約
局

長
宛
公
信
労
発
第
一
一
九
号
（
茗
荷
谷
記
録　

B516

）

（
14
）
昭
和
一
三
年
五
月
二
四
日
付
三
谷
条
約
局
長
よ
り
成
田
厚
生
省
労
働
局
長
宛
公
信
条

三
機
密
第
一
六
五
号
（
茗
荷
谷
記
録　

B516

）

（
15
）
昭
和
一
三
年
五
月
二
五
日
付
成
田
厚
生
省
労
働
局
長
よ
り
三
谷
外
務
省
条
約
局
長
宛

公
信
厚
生
省
外
労
第
一
〇
一
号
（
茗
荷
谷
記
録　

B516

）

（
16
）「
局
長
報
告　

一
九
三
八
」（
昭
和
一
三
年
七
月
八
日　

国
際
労
働
局
東
京
支
局
編
輯

兼
発
行
）
三
頁

（
17
）
昭
和
一
三
年
六
月
八
日
発
在
寿
府
宇
佐
美
局
長
代
理
兼
総
領
事
よ
り
宇
垣
外
務
大
臣

宛
電
報
第
一
三
五
号
（
茗
荷
谷
記
録　

B516
）

（
18
）
昭
和
一
三
年
六
月
一
一
日
北
岡
代
表
よ
り
成
田
労
働
局
長
宛
電
報
第
四
〇
号
（
茗
荷

谷
記
録　

B516

）

（
19
）
昭
和
一
三
年
六
月
一
三
日
発
在
寿
府
宇
佐
美
局
長
代
理
兼
総
領
事
よ
り
宇
垣
外
務
大

臣
宛
電
報
第
一
三
九
号
（
外
務
省
記
録　

B.9.12.0.1-24

「
国
際
連
盟
労
働
総
会
関
係

一
件　

第
二
十
四
回
総
会
関
係
」

（
20
）
昭
和
一
三
年
七
月
七
日
発
在
寿
府
宇
佐
美
局
長
代
理
兼
総
領
事
よ
り
宇
垣
外
務
大
臣

宛
電
報
第
一
八
七
号
（
茗
荷
谷
記
録　

B517

「
国
際
連
盟
労
働
総
会
関
係
一
件
」　

第

五
巻
）

（
21
）『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争　

第
三
冊
』
一
七
四
五
―
一
七
六
九
頁

Geneva,　

Septem
ber　

1938　
　

T
he　

Consul　

at　

Geneva

（Bucknell

）

to　

the　

Secretary　

of　

State

（Foreign R
elations of the U

nited States, 

1938,　

V
olum

e Ⅲ
. T

he　

Far　

East　

pp.508-514

）

（
22
）
昭
和
一
三
年
九
月
三
〇
日
発
在
寿
府
宇
佐
美
局
長
代
理
兼
総
領
事
よ
り
近
衛
外
務
大

臣
宛
電
報
第
二
八
二
号
（
茗
荷
谷
記
録　

B517

）

（
23
）
外
務
省
記
録　

B.9.1.0.3-2

「
帝
国
政
府
ノ
国
際
連
盟
脱
退
関
係
一
件　

国
際
聯
盟
諸

機
関
ト
ノ
協
力
終
止
関
係
」

外
務
省
編　
『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争　

第
三
冊
』
一
七
七
〇
、
一
七
七
一
、

一
七
七
四
―
一
七
七
五
頁
、　

第
992
、
993
、
995
文
書

（
24
）
昭
和
一
三
年
一
〇
月
四
日
付
堀
内
謙
介
外
務
次
官
よ
り
広
瀬
久
忠
厚
生
次
官
宛
公
信

条
三
機
密
第
三
四
八
号
（
茗
荷
谷
記
録　

B517

）

（
25
）「
日
支
事
変
ニ
関
シ
聯
盟
理
事
会
ノ
規
約
第
十
六
条
適
用
ニ
関
ス
ル
報
告
採
択
ニ
伴
フ

帝
国
ト
聯
盟
ノ
協
力
関
係
処
理
案
」（
一
〇
月
五
日
）、「
聯
盟
ト
ノ
協
力
関
係
断
絶
ニ

関
ス
ル
対
処
要
綱
」（
一
〇
月
）、「
国
際
聯
盟
諸
機
関
ト
ノ
協
力
終
止
ノ
実
施
要
項
」

（
一
〇
月
九
日
）（
外
務
省
記
録　

B.9.1.0.8-2

「
帝
国
政
府
ノ
国
際
聯
盟
脱
退
関
係
一

件　

国
際
聯
盟
諸
機
関
ト
ノ
協
力
終
止
関
係
」）

（
26
）
外
務
省
記
録　

B.9.1.0.8-2

（
27
）
昭
和
一
三
年
一
〇
月
二
一
日
発
在
寿
府
宇
佐
美
局
長
代
理
よ
り
近
衛
外
務
大
臣
宛
電

報
第
三
〇
八
号
（
外
務
省
記
録　

B.9.12.0.3-5

「
国
際
労
働
事
務
局
関
係
一
件　

経
費

分
担
金
関
係
」）

（
28
）
昭
和
一
三
年
一
〇
月
二
四
日
発
近
衛
外
務
大
臣
よ
り
宇
佐
美
局
長
代
理
宛
電
報
第

一
四
〇
号
（
外
務
省
記
録　

B.9.1.0.8-2

）

（
29
）
外
務
省
記
録　

B.9.1.0.8-2

（
30
）『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争　

第
三
冊
』
一
七
七
五
―
一
七
七
八
頁
、
第
995
文
書　
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付
記

（
31
）
海
野
芳
郎
『
国
際
連
盟
と
日
本
』（
昭
和
四
七
年
二
月
、
原
書
房
）
三
〇
七
―
三
一
〇

頁

T
hom

as　
W

.　
Burkm

an, op. cit., pp. 208-209

（
32
）『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争　

第
三
冊
』
一
七
七
八
―
一
七
七
九
頁
、
第
996
文
書

（
33
）
昭
和
一
三
年
一
一
月
五
日
発
宇
佐
美
局
長
代
理
よ
り
有
田
外
務
大
臣
宛
電
報
第
三
二

六
号
（
茗
荷
谷
記
録　

B517
）

（
34
）
浪
江
健
雄　
「
国
士
舘
を
支
え
た
人

　々

鮎
澤
巌
」（『
国
士
舘
史
研
究
年
報2011

』

二
〇
四
頁
）

（
35
）
外
務
省
記
録　

B.9.12.0.3-5

（
36
）
昭
和
一
五
年
一
月
二
〇
日
付
三
谷
条
約
局
長
よ
り
厚
生
省
労
働
局
長
宛
公
信
条
三
普

通
第
三
二
号
（
茗
荷
谷
記
録　

B519

「
国
際
連
盟
労
働
総
会
関
係
一
件
」　

第
七
巻
）

（
37
）
昭
和
一
五
年
八
月
二
一
日
発
在
寿
府
小
林
亀
久
雄
国
際
会
議
帝
国
事
務
局
長
代
理
よ

り
松
岡
洋
右
外
務
大
臣
宛
電
報
第
一
九
七
号
（
外
務
省
記
録　

B.9.12.0.3

「
国
際
労
働

事
務
局
関
係
」）
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